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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

2.1 放射性廃棄物等の管理 

2.1.1 放射性固体廃棄物等の管理 

2.1.1.3 対象となる放射性固体廃棄物等と管理方法 

（中略） 

 

(2)運用 

（中略） 

 

a.放射性固体廃棄物 

(a)その他雑固体廃棄物，濃縮廃液（セメント固化体，造粒固化体（ペレット固化体）） 

（中略） 

 

ⅲ.貯蔵能力 

 固体廃棄物貯蔵庫（第１棟～第８棟）は，200ℓ ドラム缶約 284,500 本相当を貯蔵保管する能力を有

し，2018 年 3月現在の保管量は固体廃棄物貯蔵庫で 186,624 本相当である。 

固体廃棄物貯蔵庫の一部を瓦礫類の一時保管エリアに使用することにより，放射性固体廃棄物の貯蔵

能力はドラム缶約 252,700 本相当となるが，想定保管量は 2021 年 3 月においてドラム缶約 196,700 本

相当と見込んでおり，放射性固体廃棄物の保管に支障はないものと考える。 

（中略） 

 

(b)原子炉内で照射された使用済制御棒，チャンネルボックス等 

（中略） 

 

ⅲ.貯蔵能力 

サイトバンカは，原子炉内で照射された使用済制御棒，チャンネルボックス等を約 4,300m3保管する能

力を有し，2018 年 3 月現在の保管量は，制御棒約 61m3，チャンネルボックス等約 265m3，その他約 193m3

である。 

（中略） 

 

b.事故後に発生した瓦礫等 

(a)瓦礫類 

（中略） 

 

ⅳ.貯蔵能力 

2018 年 3 月現在の瓦礫類の一時保管エリアの保管容量は，約 432,400m3 であり，保管量は，約

237,400m3である。また，2021 年 3 月においては，保管容量約 439,100m3に対して，想定保管量は，

約 377,200m3と見込んでおり，2020 年度末までの保管容量は総量として確保されるものと考える。 

（中略） 

 

（b）伐採木 

（中略） 

 

ⅴ.貯蔵能力 

2018年3月現在の枝葉根の一時保管エリアの保管容量は，約47,600m3であり，保管量は，約37,400m3

である。また，2021 年 3 月においては，保管容量約 47,600m3に対して，想定保管量は，約 38,100m3

と見込んでおり，2020 年度末までの保管容量は確保されるものと考える。 

また，2018 年 3 月現在の幹根の一時保管エリアの保管容量は，約 128,000m3であり，保管量は，

約 96,600m3である。また，2021 年 3 月においては，保管容量約 128,000m3に対して，想定保管量は，

約 97,200m3と見込んでおり，2020 年度末までの保管容量は確保されるものと考える。 

（中略） 
 

 

2.1 放射性廃棄物等の管理 

2.1.1 放射性固体廃棄物等の管理 

2.1.1.3 対象となる放射性固体廃棄物等と管理方法 

（中略） 

 

(2)運用 

（中略） 

 

a.放射性固体廃棄物 

(a)その他雑固体廃棄物，濃縮廃液（セメント固化体，造粒固化体（ペレット固化体）） 

（中略） 

 

ⅲ.貯蔵能力 

 固体廃棄物貯蔵庫（第１棟～第８棟）は，200ℓ ドラム缶約 284,500 本相当を貯蔵保管する能力を有

し，2019 年 3月現在の保管量は固体廃棄物貯蔵庫で 187,124 本相当である。 

固体廃棄物貯蔵庫の一部を瓦礫類の一時保管エリアに使用することにより，放射性固体廃棄物の貯蔵

能力はドラム缶約 252,700 本相当となるが，想定保管量は 2022 年 3 月においてドラム缶約 250,500 本

相当と見込んでおり，放射性固体廃棄物の保管に支障はないものと考える。 

（中略） 

 

(b)原子炉内で照射された使用済制御棒，チャンネルボックス等 

（中略） 

 

ⅲ.貯蔵能力 

サイトバンカは，原子炉内で照射された使用済制御棒，チャンネルボックス等を約 4,300m3保管する能

力を有し，2019 年 3 月現在の保管量は，制御棒約 61m3，チャンネルボックス等約 265m3，その他約 193m3

である。 

（中略） 

 

b.事故後に発生した瓦礫等 

(a)瓦礫類 

（中略） 

 

ⅳ.貯蔵能力 

2019 年 3 月現在の瓦礫類の一時保管エリアの保管容量は，約 432,400m3 であり，保管量は，約

266,100m3である。また，2022 年 3 月においては，保管容量約 439,100m3に対して，想定保管量は，

約 373,400m3と見込んでおり，2021 年度末までの保管容量は総量として確保されるものと考える。 

（中略） 

 

（b）伐採木 

（中略） 

 

ⅴ.貯蔵能力 

2019年3月現在の枝葉根の一時保管エリアの保管容量は，約47,600m3であり，保管量は，約37,400m3

である。また，2022 年 3 月においては，保管容量約 47,600m3に対して，想定保管量は，約 38,000m3

と見込んでおり，2021 年度末までの保管容量は確保されるものと考える。 

また，2019 年 3 月現在の幹根の一時保管エリアの保管容量は，約 128,000m3であり，保管量は，約

96,600m3である。また，2022 年 3 月においては，保管容量約 128,000m3に対して，想定保管量は，

約 100,900m3と見込んでおり，2021 年度末までの保管容量は確保されるものと考える。 

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の保管量に更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付の更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の保管量に更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の保管量に更新 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

(c)使用済保護衣等 

（中略） 

 

ⅲ.貯蔵能力 

2018 年 3月現在の使用済保護衣等の一時保管エリアの保管容量は，約 74,500m3であり，保管量は，

約 59,700m3である。また，2021 年 3 月においては，保管容量約 74,500m3に対して，想定保管量は，

約 27,700m3と見込んでおり，2020 年度末までの保管容量は確保されるものと考える。 

（中略） 

 

 

 

 

 
 

図２．１．１－２－１ 瓦礫等の想定保管量  

 

 
 
※１ 一時保管エリアＡ１,Ａ２のケース切り替えによる保管容量増加 

※２ 一時保管エリアＡ１,Ａ２のケース切り替えによる保管容量減少 

※ 固体廃棄物貯蔵庫第９棟の保管容量は容器収納での保管を前提に，8,400m3/階で想定 
 

図２．１．１－２－２ 瓦礫類の線量区分毎の想定保管量と保管容量の比較 
 

 

(c)使用済保護衣等 

（中略） 

 

ⅲ.貯蔵能力 

 2019 年 3 月現在の使用済保護衣等の一時保管エリアの保管容量は，約 74,500m3であり，保管量は，

約 56,000m3である。また，2022 年 3 月においては，保管容量約 74,500m3に対して，想定保管量は，

約 20,400m3と見込んでおり，2021 年度末までの保管容量は確保されるものと考える。 

（中略） 

 

 

 

 

 
図２．１．１－２－１ 瓦礫等の想定保管量  

 

 
 
※１ 一時保管エリアＡ１,Ａ２のケース切り替えによる保管容量増加 

※２ 一時保管エリアＡ１,Ａ２のケース切り替えによる保管容量減少 

※ 固体廃棄物貯蔵庫第９棟の保管容量は容器収納での保管を前提に，8,400m3/階で想定 
 

図２．１．１－２－２ 瓦礫類の線量区分毎の想定保管量と保管容量の比較 
 

 

 

 

 

最新の保管量に更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度までの放射性固体廃

棄物等の想定保管量と保管容

量の反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２ 

※１ ※１ 

※２ 

2017年度（実績）  2018年度累計  2019年度累計  2020年度累計 

2017年度（実績）  2018年度累計  2019年度累計  2020年度累計 2017年度（実績）  2018年度累計  2019年度累計  2020年度累

2017年度（実績）  2018年度累計  2019年度累計  2020年度累 2017年度（実績）  2018年度累計  2019年度累計  2020年度累
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 

 
   

 

図２．１．１－２－３ 伐採木の想定保管量と保管容量の比較 
 
 

 
    

図２．１．１－２－４ 使用済保護衣等の想定保管量と保管容量の比較 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

図２．１．１－２－３ 伐採木の想定保管量と保管容量の比較 
 

 
 

   図２．１．１－２－４ 使用済保護衣等の想定保管量と保管容量の比較 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度までの放射性固体廃

棄物等の想定保管量と保管容

量の反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増設雑固体廃棄物焼却設備よ

り発生する焼却灰の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．１．１－２－５ 放射性固体廃棄物の想定発生量と保管容量の比較 

 

図２．１．１－２－５ 放射性固体廃棄物の想定発生量と保管容量の比較 
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変 更 前 変 更 後 変 更 理 由 

 

 
表２．１．１－２－１ 想定保管量※1の内訳（瓦礫等） 

 
 

表２．１．１－２－２ 保管容量の内訳（瓦礫等） 

 
 

表２．１．１－２－３ 想定保管量※1の内訳（瓦礫類線量区分） 

 
 

表２．１．１－２－４ 保管容量の内訳（瓦礫類線量区分） 

 
 
 

表２．１．１－２－５ 想定保管量※1及び保管容量の内訳（放射性固体廃棄物） 

    
※１：想定保管量は，至近の工事計画及び中長期ロードマップ等から工事を想定して算出している。 

※２：端数処理で 100m3未満を四捨五入しているため，合計値が合わないことがある。  

※３：端数処理で 100 本未満を四捨五入しているため，合計値が合わないことがある。 

 

 

 

 

表２．１．１－２－１ 想定保管量※1の内訳（瓦礫等） 

 
 

表２．１．１－２－２ 保管容量の内訳（瓦礫等） 

 
 

表２．１．１－２－３ 想定保管量※1の内訳（瓦礫類線量区分） 

 
 

表２．１．１－２－４ 保管容量の内訳（瓦礫類線量区分） 

 
 
 

表２．１．１－２－５ 想定保管量※1及び保管容量の内訳（放射性固体廃棄物） 

   
※１：想定保管量は，至近の工事計画及び中長期ロードマップ等から工事を想定して算出している。 

※２：端数処理で 100m3未満を四捨五入しているため，合計値が合わないことがある。  

※３：端数処理で 100 本未満を四捨五入しているため，合計値が合わないことがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度までの放射性固体廃

棄物等の想定保管量と保管容

量の反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増設雑固体廃棄物焼却設備よ

り発生する焼却灰の追加 

 

 

4


